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岡本侑也さん応援レポート
東京フィルハーモニー交響楽団

第102回東京オペラシティ定期シリーズ
2016年6月10日（金）

東京オペラシティ コンサートホール

東フィル定期演奏会でのソリストとして

東京オペラシティコンサートホール。現代の最
新音響技術を用いて設計されたコンサート専
用ホールである。「ホール自身が巨大な楽器と
なり、引き締まった低音とメローで艶のある音
色を奏でる」と、響きの良さには定評がある。

東京フィルハーモニー交響楽団の東京オペラ
シティ定期シリーズ、尾高忠明氏の指揮、
ドヴォルザークで固めたプログラム、
岡本さんは、ソリストとしてチェロ協奏曲ロ短調
を演奏する。

東京フィルハーモニー交響楽団は1911年創立
の日本のオーケストラでは最も長い歴史をもつ
オーケストラ。
Bunkamuraオーチャードホール、東京オペラシ
ティ コンサートホール、サントリーホールでの
定期演奏会を中心とする自主公演や、レギュ
ラーオーケストラである新国立劇場を中心とし
たオペラ・バレエ演奏、NHKにおける「ニューイ
ヤー・オペラコンサート」「名曲アルバム」をはじ
めとする放送演奏など、高水準の演奏活動が
行われている。今年９月の財団45周年記念コ
ンサートでは、アンドレア・バッティストーニ氏の
指揮での演奏が予定されている。

岡本さんからは、
「・・・ドヴォルザークのコンチェルトは、
向き合えば向き合うほど、曲の果てしな
いスケールと深さに圧倒されます。今回
は、以前弾かせていただいた時よりも、
濃い民族色を感じさせるような演奏を
目指したいと思います。
オペラシティで演奏させていただくの
は日本音楽コンクール以来、実に5年
ぶりなので、非常に楽しみです。原点に
戻るような、気が引き締まる思いです。
体調管理などには十分に気を付けて、
本番は思い切り楽しみたいと思います」
とのコメントが届いている。



2

本日はドヴォルザークで固めたプログラム。１曲目、序曲「謝肉祭」
が始まる。

謝肉祭＝カーニバルのタイトルどおり、はじけるような活気あふれ
るメロディーが鳴り響く。金管楽器や打楽器の音も軽快に。気分も
ぐっと盛り上がる。

果てしないスケールと深さの曲をゆったりと豊かに

拍手に迎えられ、岡本さん登場。
初めてだという燕尾服での正装、
よくお似合いだ。

チェロ協奏曲ロ短調。ドヴォル
ザークのアメリカ滞在時代に作曲
された名作中の名作、「ドヴォコ
ン」として愛される。故郷ボヘミア
への望郷の思いが濃厚に表れて
いるという名曲、演奏するのは３
度目とのこと。

オケが旋律を奏でたのち、岡本さんのチェロが始まる。
澄んだクリアな音、とてもよく鳴っている。

第２楽章。ゆったりと豊かにチェロが歌う。落ち着いた
雰囲気。安定感のある音色がとてもきれいだ。

民族色を感じさせる旋律ではじまる第３楽章。コン
サートマスターとの掛け合いも見事に。

オーケストラとの一体感のもと、ラストに向けてぐっと
盛り上がって演奏終了。

満場の拍手。ブラヴォーが何度も飛び交う。指揮の
尾高忠明氏、コンサートマスターの三浦章宏氏とがっ
ちり握手。

写真ご提供：東京フィルハーモニー交響楽団 撮影：上野隆文氏
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読み解くほどに湧きあがる思いを込めて

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後の岡本さんに、話を聞いた；

ー ドヴォコン、いかがでしたか
「あっという間でした。楽しかったです。

流れもよく、気付いたら最後までいってい
た・・という感じでした」

「・・・心から楽しんで弾けました。やっぱり
いい曲ですしね」

ー ドヴォコンを弾かれるのは３回目；

「・・・譜面を読み解けば読み解くほど、ど
んどん新しいものがわきあがってくるとい
うか、果てしない曲だと感じます。それが
楽しくてしょうがない曲でもあります。曲に
取り組むという意味では毎回、楽しみが
あります」

－ コンツェルトの演奏は；

「・・・オケパートにも取り組んで勉強して、
それを自分の演奏に乗せるようにしてい
ます。数を重ねて、経験を積んでいきた
いです」

＜演奏会概要＞
◆出演
指揮：尾高忠明
チェロ：岡本侑也*
コンサートマスター：三浦章宏
管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団

◆プログラム
ドヴォルザーク／序曲『謝肉祭』
ドヴォルザーク／チェロ協奏曲*
ドヴォルザーク／交響曲第8番

ミュンヘン音楽大学在学中の岡本さん、この
夏が過ぎたら、４年目を迎える。新たな１年
については、「・・・もっと自由にうたって、もっ
と表現を広げ、もっと刺激的な」と、抱負を
語ってくれた。

生後３か月～小学校時代をドイツで過ごし
た岡本さん、「・・・言葉自体がイメージを含
む響きがあるので、それを演奏に乗せていく
にはドイツ語のほうが・・」と、音楽的なアイ
デアはドイツ語で考える方がイメージが膨ら
みやすいそうだ。充実の留学生活がうかが
われた。

岡本さん、
素敵な演奏でした。
また
聴かせてください！

写真ご提供：東京フィルハーモニー交響楽団 撮影：上野隆文氏

終演後、
楽屋でマエストロと。

楽屋で新奨学生・水野優也さんと
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【コンサート・フライヤー(表）】
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【コンサート・フライヤー(裏）】
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【コンサート・プログラム（冊子形式のため関連ページのみ掲載】
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【コンサート・プログラム（冊子形式のため関連ページのみ掲載】
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【コンサート・プログラム（冊子形式のため関連ページのみ掲載】


